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令和５年度第２回千葉県困難な問題を抱える女性への支援に係る 

検討会議 議事要旨 

 

１ 日  時 令和５年１１月１７日（金） 午前１０時３０分～正午 

２ 開催方法 対面及びＷｅｂ会議システムＺｏｏｍ 

３ 会  場 ホテルプラザ菜の花 ３階 菜の花３－４ 

（千葉市中央区長洲１－８－１） 

４ 出 席 者 堀委員、田尻委員、高橋委員、中村委員、大谷委員、渡邉委員、 

髙塚委員 （以上７名。神越委員は欠席） 

５ 議事概要 

 （１）「千葉県困難な問題を抱える女性への支援のための施策の実施に関する

基本的な計画」の原案について 

   ①原案（資料４）の概要 

    ＜事務局より説明＞ 

     資料４に基づき、「千葉県困難な問題を抱える女性への支援のための

施策の実施に関する基本的な計画」（以下、「基本計画」という。）の  

原案の構成等、概要を説明 

 

   ②原案第１章から第２章１までについて 

    ＜事務局より説明＞ 

     資料４に基づき説明 

    ＜主な意見＞ 

 資料４の４ページの２「現状及び課題」については、これまでの県

の婦人保護事業を概括できるようなパートにするとわかりやすい。 

 １１ページ（４）「一時保護」において、「同伴児童を抱える」、  

「困難な問題を抱える」との記載がある。「同伴児童」と「困難な

問題」が並列に読めてしまうので、「同伴児童を抱える」という  

表現を用いるのは適切でないのではないか。 

 ７ページ（２）「課題」に「関係機関・団体等の情報共有等の体制

づくり」というのが記載されているので、協働できる民間支援団体

の把握に努めていただきたい。 
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 ７ページからの（２）「課題」にも、若年女性に関する項目を設置

し、どうして支援につながりづらいのか、何がよくないのかと  

いったことを記載したほうがよい。 

 支援団体が一時保護が妥当だと判断しても、女性サポート   

センターの一時保護のハードルが高く、そこまで緊急性はないと

判断され、保護してもらえなかったケースも多いため、一時保護に

ついて温度差を感じる。 

 原案には、女性相談支援三機関（女性相談支援センター、女性相談

支援員、女性自立支援施設）に関する記載が少ない印象がある。 

 婦人相談員（令和６年４月から女性相談支援員）の雇用期間は大体

３年であって、それが終了したら、経験を積んだ方でも継続   

できないのは非常にもったいない。 

 ＤＶ中心と感じられる記述は原案のあちこちに出てくるので、 

記載方法について検討したほうがよい。 

 

   ③原案第２章２について 

    ＜事務局より説明＞ 

     資料４に基づき説明 

    ＜主な意見＞ 

 支援調整会議をうまく機能させるためには個別ケース検討会議が

重要である。 

 支援調整会議の代表者会議・実務者会議・個別ケース検討会議  

それぞれにおける県や市町村等の役割分担や責任体制を明確に 

しておかないと、支援調整会議が結局行われないなど、形骸化する

懸念がある。 

 暴力対策ネットワーク会議とうまく連携して支援調整会議を実施

していくとよい。 

 支援調整会議のイメージが市町村に伝わるように、参加者や実施

の頻度の目安を基本計画に記載しておく必要があるのではないか。 

 ３層の会議（代表者会議・実務者会議・個別ケース検討会議）を  

どこが担うのかについて明確に案を出し、計画には３層に分けて
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記載していただきたい。 

 一番大事なのは、司令塔的な機能を会議の主催者が持てるように

することである。司令塔を明確にしておかないと、会議をやっても、

「こういうことを共有できた」で終わってしまい、なかなか次の 

ステップにつなげられない。 

 実務者会議については、急に市町村が主催者となることは難しい

という実情もあることを考えると、女性相談支援センターが  

コーディネートすることが重要になる。 

 

   ④原案第３章について 

    ＜事務局より説明＞ 

     資料４に基づき説明 

    ＜主な意見＞ 

 ＤＶ以外の女性支援の窓口を各市町村が設置し、さらにそれを 

県民に認知していただくことを基本計画では目指していると  

いったほうがよい。 

 女性相談支援員について、数値目標を記載するのは難しいかも 

しれないが、「配置の促進」といった書きぶりはあってもいい。 

 目標に、支援調整会議の代表者会議を設置するとか、実務者会議を

設置するとか、個別ケース検討会議をそれぞれの地域で何回開催

するとか、そういったものを入れてはどうか。 

 基本計画の見直しについては、ＤＶ以外の困難な問題を抱える 

女性が見えなくならないよう、初めから「千葉県ＤＶ防止・被害者

支援基本計画」との統合ありきという方向にはならないように 

していただきたい。 

 

   ⑤計画の名称 

    ＜事務局より説明＞ 

     基本計画の名称について、もう少しシンプルに「千葉県困難な問題を

抱える女性支援基本計画」としようと考えているが、いかがか。 

    （→各委員了承） 


